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ドームふじアイスコアから得られた長期 10Be記録と宇宙線層序学
A long-term10Be record from Dome Fuji ice core and cosmic-ray stratigraphy
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地球に到達する銀河宇宙線とその二次粒子の大気中でのフラックスは，太陽磁場と地球磁場と言う二つの遮蔽要因の
時間変動に主に支配されていることが知られている．地球上では主に銀河宇宙線と大気との相互作用により生成される
宇宙線生成核種（10Be，14C，26Al，36Clなど）は，従ってこれらの磁場の強度変動に依存してその生成率を変化させる
（Lal and Peters, 1967）．大気にて生成された宇宙線生成核種は，それぞれの化学種に固有な経路を経由しながら，最終的
には堆積物やアイスコア及び年輪等の様々な古環境アーカイブに保存される．よって古環境アーカイブ中での宇宙線生
成核種の分布を知ることで，過去の宇宙線変動を，ひいては太陽活動や地球磁場強度の変動を知ることができるとみな
されている（例えばMasarik and Beer, 1999）．
一方で上記の事実は，逆方向から考えると，アーカイブ中での宇宙線生成核種の分布が，異なる古環境アーカイブ間

を同期させる手段，つまり層序学的対比手段となることを意味する（堀内，2014）．
我々は，日本の南極観測拠点から得られたドームふじアイスコアを対象にして，様々な年代スケールで宇宙線生成核

種の分析を行っている．本発表では，なかでも過去 30万年間を千年分解能で網羅する 10Be記録を主な対象とし，そこ
に刻まれた変動の特徴を半定量的に明らかにするとともに，実際にこれに基づいて異なる古環境アーカイブ間の対比を
試みた結果を紹介する．
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